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研究の背景

人が社会で生きていく中で，他者と支え合い，

助け合うことは不可欠である。サボーティプな関

係性を他者との問にもつことは，人生の質を大き

く左右する。サポートの受容，提供ともに，自尊

心および孤独惑に有意な影響をもっていること

は，電話コミュニケーションによる社会的支援と

心理的健康の関連を検証した諸井 (199のによ

り，日月§かにされている。また，求めた援助に対

して適切に援助を受けることができれば，その人

は現実面で助けられるだけでなく，自尊心，自己

イメージも向上する。-方，サポート授受の期

待・実行と援助高・被援助者の関係性について検

討した中村と浦 (2000)が明らかにしたように，

期待したサポートが受けられない場合は，サポー

トを受けることを他者との親密吉の結呆ととらえ

るために，他者との関係に葛藤を生み，悲嘆や苦

悩をもたらす。

人が社会において安定した所属感をもち，相互

的サポート関係を持ちつつ満足感，効力感をもっ

て生活をする状態は，コミュニティ感覚という概

念で説明することができる。呂富田開 (1曹74)は

u他者との類似性の知覚，他者との承認的相互依

存，人が他者lこ期待するものを他者に与えたり他

者に行なったりすることによってこの相互依存を

進んで維持しようとする気持ち，自分はある大き

な依存可能なそして安定した構造の A部分である

との感情"(加盟旨&W<阻Ig，1蜘植村監訳2001)

と定義しており，コミュニティメンパー閣のサ
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ポーティプな関係性がその基礎であることがわ

かる。

また集団主義とコミュニティ感覚がメンタルヘ

ルスに及ぼす影響に関する研究(高橋・森田・石

海， 2010)によると， 日本の社会人のコミュニ

ティ感覚とメンタルへルスには有意な相関が認め

られている。また，看護蹄の職場コミュニティ感

覚とストレス反応についての研究〈山口・服部・

中村・ IlJ本・小林， 2002)では，職場コミュニ

ティ感覚と情緒的，認知・行動的，身体的反応に

おいて，それぞれ負の相関がある己とが明らかに

されている。

しかしこうした心理的健康に影響し生活む質を

左右するコミュニティにおけるサポート関係が，

伝統的共同体の弱体化に伴い稀薄になった現代で

は，人々は孤立感，存在の不安定感，自尊感滑の

低下などを感じやすい状況にあるといえる。その

ために生じた問題や疾患に対応する専門的援助資

源には限界があり，予防的見地からメンパー向上a

がサポートをし合う新しいコミュニティの発展が

期待される。こうした新しいコミュニティのあり

方を，植村 (199宮〕は精神的共同性，生活防衛

上の機能的共同化，家族機能の補完や社会的弱者

へのサポートなどを行う，戦略的意味をもっ“機

能的コミュニティ"と呼んでおり， いかにしてメ

ンパ一周土がサポートし合うコミュニティを作り

上げていくかは大きな課題となっている。

研究の窓義と目的

援助行動は動機が何であれ，実行されることで

援助者・被援助者に対してきなざまな影響を与え

る。その影響がネガティブなものであれば，援助

行動が中断されるが，ポジティプな影響はさらに

援助行動を促進L，援助行動の循環が生まれる口J
能性がある。その結果，サポーティプな関係性を

土壌にメンパーのコミュニティ感覚が醸成され，

植村のいう“機能的コミュニティ"が発展するこ

とも期待できる。

援助行動を行う場や機会を設定して7ァシリ
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テーションすることで，援助行動経験からのポジ

ティプな影響を維持L，かっ援助の失敗体験など
のネガティブな影響のリスクを低減できれば，援

助の循環を生み出すことが可能なのではないだろ

うか。そのための支援を行うことには，社会的意

義があると恩われる。

援助者への援助行動の効果を発現させるために

比支援者の存在や関わり方が重要と安藤

(2009)は指摘している。しかしー筆者の概観し

たところによると，個人にポジティプな影響をも

たらす援助行動支援の，具体的な 7ァシリテー

ションモデルは臨床心理学的見地からはまだ確立

吉れていない。

そのため本稿においては，人々の援助行動の支

援をどのように行う事が可能であるか，その支援

モデノレを模索するために，援助行動に関する先行

研究をレピューL，ファシリテーションモデルの
検討に向けて，現時点で明らかにされている知見

の整理を行うことを目的とする。

なお，援助行動は広い概念であるが，本稿では

検討の対象として，援助を事前に計画できる非衝

動的援助行動であるボランティア活動やセル7ヘ

ルプ活動を主に取り上げる。その理的は，他者の

危急をみて援助をするような衝動的援助行動は，

援助要請事態の予測ができず，援助を計画するこ

とも難しい。また，その援助行動の場面に支援者

が立ち会いファ 5ノリテーションを行う機会もまれ

であるからである。

本稿は先行研究のレピューを以下のように構成

する。まず理論的枠組みとして，コミュニティメ

ンパーのコミュニティ感覚醸成に寄与する援助行

動について検討する。次に援助行動研究の始まり

から，現在は援助行動を行う個人の内的過程のモ

デルが検討されている経緯までを記す。次いで，

援助行動を生起させる利己的動機や，援助者自身

のニーズを達成させる，援助行動の機能と道具性

について検討する。最後に，援助行動から援助者

が得るポジティプな影響の生起メカニズムについ

ての研究を概観する。

なお本稿においては援助行動に関する用語を，



高木(1労7)の定義にならい以下のように使用す

る。援助行動を行う事でもたらされる，援助者へ

のポジティプな影響を，“援助成果"と記す。一

方，援助行動により被援助者に対してもたらされ

るポジティブな影響を“援助効果"とする。どち

らも心理的影響に阪らず，社会的影響や物質的利

得，負担の軽減など，援助行動にともなって現れ

るポジティプな影響を指す。援助行動の影響のな

かで特に心理的影響に関して記述する場合は“心

理的にポジティプ(ネガティプ)な影響"と記す

こととする。

理論的枠組み

:コミュニティ感覚醸成に寄与する援助行動

池田。∞6)はコミュニティ感覚に関する研究
を僻敵L，コミュニティ感覚が高い住民は，人生

に対する満足感や主観的幸福感が高いという知

見，コミュニティ感覚が高い学校では中退者卓司p

なく学業成績が高いという知見，コミュニティ感

覚が高い住民は地域施策に積極的に参加するとい

う知見等を挙民“コミュニティ感覚を高めるこ

とは，種々のコミュニティにおける問題を解決す

るにとどまらず，問題の予防，さらにはよりよい

コミュニティを作りとげるために大きな役割を果

たすことが期待される"と述べている。

他者と相互依存的関係性を維持l，コミュニ

ティ感覚を醸成するには，現実的な生活のなかで

メンバ一間に援助行動があることが前提になる。

託制is，恥ndI隅臨&A1醐組合i(1990)によると，

他者へ援助行動をとることは社会的関係性を確立

する方法のひとつである。

桧問・野呂・小林 (19習のは，自問性障害の脊

年に対L，相手の状況をみて援助行動をするかど
うかを判断し行動する訓練を行った。そのなかで

松岡らは，これまで援助行動を行うことがなかっ

た自関性障害者が援助行動を行うことにより，環

境から強化刺激(周囲からの賞賛などを受ける機

会〉の増加が期待でき，援助行動を獲得すること

の意義を述べている。

また，コミュニティ感覚と育児ストレスの関連

一宮汗ー

を採った河野(2003)の研究は，メンバーがお互

いに援助し合う過程を還してコミュニチィ感覚が

醸成されることを示唆している。それによると，

育児ストレスを感じている母親ほど，地域で子育

てを支え合いたいとする「子育て協働意識」告強

く有L，また「子育ての協働意議」の強い母親ほ
ど，コミュニティづくりの根幹となる「地域協同

意識」や「地域愛着感」を強くもっと同時に，育

児は私的なものとする[プライパシー意識」や

「人任せ主義」が弱いことが検証された。この研

究では，育児ストレスを有しているコミュニティ

感覚の低い母親が，地域での子育ての支え合いを

通してコミュニティ感覚を高めることが示さ

れた。

そして，メンパーにコミュニティ感覚が醸成さ

れると，その援助行動の対象は自らの近親者に留

まらず、より広い範囲に及ぶことが、次の研究で

示されている。

中学生のコミュニティ感覚の高低と学級内の

ソーシャノレサポートの関係を検証した越 (2012)

の研究によると，コミュニティ感覚が低い生徒

は，ソーシャ Jレサポートを行うかどうかは相手と

の仲の良さによるが，高い生徒は相手との友好関

係に関係なくサポートを行うという結果と

なった。

これらの知見から，援助行動を行うことは返礼

として他者からの援助授与やメンパーとしての承

認につながり，コミュニティ内で援助行動の循環

が生まれると，メンパーは所属するコミュニティ

を依存可能な安定した構造と認識し，コミュニ

ティ感覚が醸成されると考えられる。さらに，コ

ミュニティ感覚をもっメンパーにより、さらに援

助行動車会波及l，援助行動の循環の範闘がさらに

拡大すると考えることができるだろう。

援助行動全般に関する研究の概観

:援助行動研安の始まりから発展

援助行動はー般的には「外的な報酬や返礼を目

的とせず，自発的に行われた，他者に利益をもた

らす行動jと定義されている(松井・i浦， I宮型的。



主に社会心理学で研究されてきたテーマであり，

そのきっかけとなったのは， 1964年にニューヨー

クで起きたキティ・ジェノヴィーゼ事件である。

多くの目撃者がいたにもかかわらず，誰も暴行の

被害者を助けようとしなかった事件は大きな社会

問題となり，それをきっかけに「人はなぜ人を助

ける・助けないのか」という緩助行動研究が行わ

れるようになった。

援助行動抑制の研究から始まり，援助行動が生

起する規定因の研究が進められた。松井 (2014)

が概観したところによると，援助状況(援助の必

要度や状況のあいまいさ等)，援助蓄の属性(性

別，年齢，居住潔境など)，援助者のパーソナリ

ティ〔共感性，愛他性など)，規範意識，被援助

者側の要因(人種，年齢，援助を必要とする理由

など)，被援助者との関係性，援助経験などを変

数として署さまざまな研究が行われていった。

その後援助行動の研究は，行動生起の規定図の

研究から，援助行動が実行されるまでの援助者の

内的過程の研究へと発展してきた。妹尾 (2∞5)

によると，従来の行動生起規定図として挙げられ

た各要因(援助者の人格特性，被援助者の援助要

講法，外見など)が整理統合され，援助行動全体

を視野に入れた概念枠組みとなる，援助授与生起

過程モデルが後数提案されるようになった。

これらのそデルはいずれも要援助事態の気づき

が援助授与に至る最初心内的心理段階であると想

定している。つまり要援助事態が刺激となり，潜

在的援助者の認知ゃ感情が活性化L，行動が意思

決定されるという，いわば受容的・反応的な行動

過程であり，妹尾(2∞5)は“緊急事態に遭遇し

た際に，援助者の気づきから始まる援助の内的過

程モデルは， (要援助性がそれほど明確でない〕

日常的な場面での援助に適合しうるのかどうか疑

問である"と述べている。

たとえば，緊急事態のように援助介入にいたる

意思決定の時聞が短い衝動的援助と異なり，援助

が過料、でなく計画的で，意思決定までに十分な

時間をかけるボランティア活動のような非衝動的

援助は，積極的な動機付けのもとに生起している
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ム妹尾(2005)は述べている。

非衝動的援助行動の動機研究の概観

1) ifJJ己的動機によるボランティア活動

擬美(1郷8) は“災害援助に参加したボラン

ティアは自らの aかけがえのなさ'を，被災者や

他のボランティアによって承認されるという経験

を味わい，従来の事仕活動や社会運動にみられた

ような政治的色彩や相会正義に則ったものより

も，活動者個人の事自己表現..楽し吉'といったイ

メージが，ボランティア活動にもたらされた"と

述べている。このように，近年では自己の目的を

達成するための手段としてボランティア活動がと

らえられるようになったため，活動者が活動に求

めるニーズをどのように満たせるかによって，そ

の後の活動継続に影響すると考えられる。

阪神淡路大地震の擦のボランティア活動経験

が，活動、l"J:F後と5年後の活動態度に及ぼす影響

に関して縦断的研究を行った高木・ 2巨木 (19型6)

によると，ボランティア活動についての満足感等

の感情に基づく直接的評価がボランティア全般へ

の態度や意欲に及ぼす影響は，半年後より 5年後

が弱まっていた。また，活動をとおして得られる

報酬，活動コストなど，参加にともなうベ卓

7イツト・コストの合理的喜志賀1判断が， 5年後の

態度や重吉欲に影響していた。さらに，ボランティ

ア組織に所属し継続的に活動をしているボラン

ティアはーボランティア活動に良い評価をもちE

援助の成幼経験が継続の動機に影響していること

が明らかにされた。

つまり，渥美 (1998)が述べたようなボラン

ティアの魅力である「楽しさJI閏己表現jだけ

では，短期関活動者に意欲を持たせることはでき

るかもしれないが，年単位で活動を継続するのは

難しい。そのため，活動者の負担感などのデメ

ワットを抑えつつ，満足感などのベネフィットを

多く得られるように，活動の調整が必要となる。

ただし， j何をもって活動者のベネフィットである

かは，活動者個人で様々であるので，個別に活動



参加動機を把握し，ニーズを実現できるよう支援

をする必要があるといえる。

ボランティア活動者の参加動機について，

Clary， Snyder， Ridge， Copeland， Stukas， Haugen& 

Miene (1998)は，機能的アプローチ・1)に立って

考察をしている。 Claryらによる，活動者の動機

と活動の機能についての分類を表1にまとめる。

西JII(1998) はC加yらの研究から，同じボラ

ンティア活動であっても，人によって機能が異な

るだけでなく，同じ個人内でも重複して複数の機

能をもつことが示唆されると述べている。ボラン

ティア活動の機能のなかで防衛機能，強化機能に

関してみると，ボランティア活動のような継続的

コストを伴う援助行動を行う人は，愛他性や社会

規範意識に動機づけられているという一般的なイ

メージからは離れているように感じられる。しか

し，清水 (2009)の実験 (1冷淡な性格」と告げ

られた後に，雑用を手伝うかどうか，その結呆自

己イメージがどのように回復するか)でも自己に

関する否定的感情からの回復のための，援助行動

の道具性が確認されている。

このように，利己的動機から行われる道具的援

助行動のひとつとしてボランティア活動がとらえ

られるようになった現在では，活動をファシリ

テーションする上で，個人の内発的，利己的動機

による活動から及ぶ影響を考慮することは不可欠

であろう。

キ 1) 機能的アプローチとは，個人的および社会的な欲

求，計画，目標，そしてそれらの成就に向けての働き

と言った，さまざま江心理学的現象の基礎にある，行
為者自身の理由や目的の理解をめざすものである(西

)11. 1998， p.136)。

2)苦曜からの回復過程としての撞助行動

生命の危険を伴うような疾患にかかった人や末

期患者が，同病の人を支え励ます例や，事故や犯

罪などで家族を失った人が，予防啓発活動など社

会的活動に従事したり，災害などで避難中の人々

が.お互いに助け合い共に困難を乗り越えようと

するエピソードを，ニュースなどで自にすること

表1:ボランティア活動者の活動動機と活動の果たす機能

活動者の動棟 活動の果たす槍飽

-被援助者への愛他的関心0
.博愛的価値観。
・社会貢献への欲求。

価値表出横値(values):活動で自分の価値観が表出できる。

-活動に参加している仲間や家族からの規範的影響に従お|社会適応横飽(social):活動で友人や重要な人間関係を
うとする。 I獲得する機会が得られる。

-活動者自身の葛藤や不安，自分自身についての望ましく|防衛根能 (pro脱出e):活動によってネガティプな自己
ない自己イメージを受け入れずに自分を守る。(例:自|像やプライベートの問題から自我を防衛することがで
分を，社会的意義がない存在と恩いたくない) Iきる。

-新たな洞察を得たい。
-他では得られない知識，スキルを習得したい。
.好奇心を満たしたい。

-活動経験を自分の経歴に加えたい。
.新しい仕事の足がかりにしたい。

-自分の価値観を確認したい。
.自尊心を高めたい。

知識梅能(understanding):活動で新しい技術を習得する。

経歴樋能(伺reer):活動で経歴に箔をつけたり新しい仕
事のチャンスをつかむ。

強化樋能 (enh阻 cement):活動で自己を強化し，自尊心
を高揚させる。

Cl町 etal. (1998)より作成
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心理的図書E

-治療

-真実と正義

暴力の根源の理解

盤章~らのサポート
虐待・迫害 +1 瑚のケアリング的関係性あるいは 1-

自然災害
l ・迫害直後のケアリング的関係

-困難の最中の援助授受

自身による行為

-困難の最中の行動

-迫害直後の他者援助
→行動による学び

盤盆金重型を果たす他者

-愛他的ロールモデル

| 心理過程 I 

企墨盟室it..

-自己意識の強化

-世界と人々 に対するよりポジ
ティプな見方

.... ・
援助行動lζ向かう心理的変化

-他者の困難への気づき

-他者視点取得の強まり

-共感

-他被害者との類似性の知覚

.他者の困難を防ぐ大きな貴
任意識

園 1:困難から生まれる愛他性に至る経験と心理的変化 (S旬，ub&Volh紅dt，2008より改編)

がある。また，ホロコーストでの犠牲者による援

助行動についても報告されており (K油田a，B.

K油姐a， E.函館1，& Se:伊1， 1985)，援助を必要とす

る立場の人が援助をする行動は「生存者の使命」

と呼ばれている(安藤， 2009)。こうした困難事

象を経験した人々の愛他性の研究が展開されてい

るなか， I苦難から生まれる愛他性仏1回 ism

Born of Suffering :ABS) J (Staub & Vollhardt， 

2008)のモデルが提示されている。(図1)

このモデルでは外傷的事象に遭遇した後に被害

者や被災者自身がどのような経験をし，それがど

のような心理過程を経て援助行動に至るかが示さ

れている。具体的には，心理的変化を促す経験と

して，①心理的回復，②他者からのサポ一人③

自身による行為，④指針の役割を果たす他者の存

在があげられている。心理過程は，①自身や世界

に関する肯定的な見方と，②他者の苦痛への気づ

き，他者の視点取得，共感，被害者との類似性の

知覚，他者の被害の防止への責任の意識などの，

愛他的行動に直接的に結びつく菱化である。

このモデルでは，心理的回復によって基本的な

人聞の欲求が満たされた後で，自己の行為や他者

の存在が促進的に働いて自己変容が生じ，これが

愛他的行動を生み出すと仮定されている。心理的

欲求としては，安全への欲求，自己概念，所属欲

求，自律性，現実世界や自己の位置の認識などが

あげられている。

安藤 (2009)は“被害者や被災者が苦難を経験

したからこそ示す愛他的行動に対して，社会の側

がそれに沿った反応ないし対応を示すことは，彼

らにとって重要なサポートを構成することにな

る"と述べている。このことから，自らの癒しの

ためにボランティア活動やセルフヘルプ活動に従

事する活動者に対する，心理的サポートを含む

nu 
no 



7ァシワテーションは，活動自体の成功のみなら

ず，活動者自身の回復・成長を促す治療的意味合

いをもっ場合がある。そのため，単に活動のコー

ディネートを行う以上に，活動に対して踏み込ん

だ心理的支援が行われることが望ましいと言

える。

援助成果に関する研究の概観:へんパー・

セラピー原則と援助成果の発生過程モデル

援助行動の動機は同時に援助行動が援助者にも

た告す影響・機能であり，援助行動による援助者

への影響がさらなる動機付けになるという円環を

なしているといえる。

援助者が援助行動から得るポジティブな影響に

ついては，セル7へJレプグループ(以下SHG)

内での生起過程が研究されてきた。

アルコール依存，ギャンプル癖，薬物噌癖，喫

煙，過食などのSHOにおいて，専門的な心理療

法では効果をあげにくい人々に対して効果をあげ

る「最も強力なメカニズムJ(0置阻叫A.&Ri闘争

曲叫E署 1977) として.Ri，国間阻 (1965) は「へ

んパー・ゼラピー原則Chelp紅白也e開.pyprinciple) J 

を仮定した。この原則は.I援助をする人がもっ

とも援助を受けるjというものであり，次の3つ

のメカニズムから説明されている (0官恒官&

Ri剖悶an， 1977)。
a援助者は依存的であることが少なくなる。
②同じような問題をもっ人のことで苦闘するな

かで，援助者は自分の問題を距離をおいてみ

る機会が与えられる。

Gt援助者の役割をとることによって社会的に役

立っているという感じをもつことができる。

また.Gar句ner&Ri朗翻組(1911)I丸援助する

ことの報酬として，他の人のモデルとなることに

より新しい役割を獲得でき.I他の人を援助でき

るほどだから自分は回復しているに違いない」と

いう仮説に支えられ，他の人の人生に影響を与え

て苦しみを軽減するという，目に見える報酬を得

ることができるとしている。

一方自kovholt(1974)は援助者が受ける利益とし
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て，次の4つを挙げている。

①他者の生活に影響を及ぼした結巣為自らの対

人関係の資質が向上したと感じることがで

きる。

②自分も他者を援助することで，ギブアンドテ

イクの感覚をもてる。

③他者を援助することで自らも学ぶことがで

きる。

③被援助者から社会的承認を受けることがで

きる。

Mi世間OCY(1984)は援助行動が援助者にとって

ベネフィットとなる溜由を5っ挙げ，援助行動と

心理的効果の関係について，次のようなモデルを

提示している。「他者援助の動機づ砂」→「援助

行動」 争「ウェルピーイング(①自分の問題から

気を逸らせることで心が落ち着き，②自身の有意

味感と③効力J惑が増L，④ネガティプ気分を減じ
ポジティプ気分を増L.⑤社会的統合性を品め

る)J→「援助行動への動機づけj→ ーと，援助

行動が円環することを示しているロ

ベネ 7イットのlつである「社会的統合性」に

ついて.Mid1醐ky(1991) は近親者とむ死別等

で孤立しがちな品齢者の伊jを挙げ，友人をケアす

ることで社会に再び所属感をもち，統合されてい

く例を挙げている。こうした過程は， コミュニ

ティ感覚を取り戻す過程ともいえ，社会不適応を

起こした人や，要支援・要保護とされる人々と

そ，援助者役割をとることが心想的にポジティプ

な影響を受けられる可能性を示している。

同様の事例は木i京 (2∞めにより多く紹介され

ている。木原は福祉施設の職員やボランティア

コーディネーターが，要介護者にさまざまなボラ

ンティア活動を促した結果，要介護者が閏らの問

題を軽誠吉せ自己イメージを向上吉せていった事

例を紹介している。

I司木・ llr口 (1仰心もアトピー性皮膚炎患者の

SHGにおいて，へJレパー・セラピー原則が出現す

るモデルを提示している。ここで示されているの

は，以下のような自段階である。

①グループへの参加により，苦しんでいるのは



援助授与の龍知的判断過程

園2:援助成果の生起メカニズムと機能(援助行動モデル)(妹尾.2005) 

自分だけではないという安堵感を得る。

②自己開示により苦痛の軽識を自覚する。

③他者と自分の類似点と相違点が明確になり，

他者理解が促進される。

④白分が他者に対して情報提供する存在として

役立っていることへの気づきと，社会的観点

からの自己の再評価を行う。

⑤自己理解，他者理解が深まり疾患に対する自

己の態度が明確化する。

⑥他者に依存することなく自己の問題に取り組

めるようになる。

⑦自分自身のためだけでなく，グループ内外の

人から情報を集め広く提供するようになる。

⑧制度改革のための署名集めなどの社会運動へ

と行動が発展する。

高木 (1997)はこうした援助者自身の心理・社

会的な内的・外的な利得，つまり援助によって援

助者自身が好ましいと感じることを得たと評価で

きることを「援助成果」という概念にまとめて

いる。

妹尾(2005)は援助成果を「向社会的行動にお

いて他者との相E作用を通じて，援助者自身が認

知する心理・社会的な内的報酬」と定義し，援助

行動経験の①「自己強化機能J.②援助行動と被
援助行動が連鎖する「個人内循環機能J.③ポジ
ティプな援助成果により援助者自身の幸福・安寧

感が高まる「心理的適応機能」について，ボラン

ティア活動者を対象に実証研究を行った。

その結果，援助成果が援助行動を動機づける心

理的要因であることを確認し，援助行動や被援助

行動の心理的経験の有り様が，後の援助行動や被

援助行動を規定することを確認した。また，心理

的適応機能に関しては，過去に援助経験があるの

みで現在は経験がない高齢者や経験が一度もない

高齢者よりも，現在援助経験がある高齢者に有意

に主観的幸福感が高く，援助授与が後の援助を促

進し，自己自身や対人関係に肯定的な影響を及ぼ

していた。それに留まらず，過去から現在に至る

。，uno 



までの人生全体の満足感に肯定的な影響を与える

ことが明らかにされた。

また，失職L 配偶者との死~IJ. 子育ての終了な

どうイ 7イベントがボランティア活動参加の契機

となっており，援助成果の生起メカニズムは活動

者の生活背景から影響を受けることも明らかにさ

れた。そして図2のような援助成果の生起メカニ

ズムと機能のモデルが提示された。

さらに妹尾は若年者の日常的な援助行動から

の，援助成果についても述べている。援助成果告

得た経験が援助行動に必要な援助能力への自信を

高め，他者の立場で状況を理解するなどの，援助

に必要な特性の獲得を促進させることも明らかに

し，援助行動による援助成果経験が教育的合意吾

持っていると指摘している。

展望と今後の課題

高木・山口 (1卯 8)のモデルではへJレパー・セ

ラピー原則の出現過程に，個人が活動に議足して

メリットを得るだけでなしその後活動が社会化

していくところまでが含まれているのが興味深

い。筆者が関わったボランティアグループにおい

ても，活動者たちは当初は個人的な興味や動機か

ら始めた活動であっても，活動期間が長くなると

活動を社会化させたい，もっと地域を巻き込んだ

形に発展させたいと願ったり，あるいは半戦業的

に活動に取り組みたいと希望をもっケースが散見

吉れた。

H四 set .1. (199自〕が述べるように，援助行動

は社会的関係性を確立する方法のひとつであるこ

とを踏まえると，利己的動機から開始されたもの

であっても，援助行動は個人内で帰結せず，社会

的結巣を必然的にもたらすことになるのかもしれ

ない。援助行動を契機として地域メンパーにコ

ミュニティ感覚が醸成され， コミュニティアタ

ティピズムが活性化されるように，プログラムの

っとしてボランチィア活動を導入することは，

妹尾 (2005) が示唆するように実践的意義が

ある。
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方で援助行動を計画的，意図的に設定するこ

との難しさがある。低所得者層の女性を地域の妊

産婦を援助するボランティアとして採用L，活動
をとおして活動者にどのようなベネ7ィットがあ

るかを調査した Ro臨叫L担蜘.y， Mo町鳥晶 Shoe-

mak町 (1999)の研究結巣は課題を示している。

活動者はコミュニティへの所属感や自尊感情，コ

ミュニケーションスキ)~，新たな問題解決へのザ

ソースなど，多くのヘノレパー・セラピー効果を得

ていたが，一方で活動者の半数以上が活動をスト

レスと感じていた。 R阻岨etal. (1999)はボラン

ティア活動蓄のパーンアウトの問題を指摘してお

り，活動者，被援助者のベネフィットを最大限に

守りつつどのように活動を支援していくかが，大

きな課題となることがわかる。

また， G宙租置&Ri酷S血盟 (1型77)が指摘するよ

うに，専門家の介入によりボラ Yティ 7やセルフ

ヘルプ活動の自律性が損なわれる危険性があり，

さらに， SHG，ボランティアグループを低コスト

の公的支援として，半専門家化してしまうことの

問題点もはらんでいる。

こうしたりスタを排除しつつ，活動支援をする

ための方法を模索するためには，今後ボランティ

ア活動やSHGなどで，活動者がどのような援助

成呆を得ているか，その生起過程において，識か

ら・いつ・どのような支援を受けているか，より

多くの事例を詳細に分析して支援モデルの検討を

する必要がある。

今後の研究の課題として，福祉学，教育学，医

療・看護学といったさまざまな分野における，ボ

ランティ 7活動やセル7ヘルプ活動に関する先行

研究をさらに検討し，なかでもプログラムとして

実践した事例のプロセスや結果を詳細に検討する

必要がある。自然な行為として起きる援助行動を

第二者が設定L，支援することがどのような影響
をもたらすか，メリット・デメリットの両面を検

討したうえで，モデル構築を検討する必要が

ある。
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